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公民館利用者連絡会

た　けいじぽん

昨
年
の
晩
秋
、
国
立
市
公
民

館
を
訪
ね
た
。
駅
を
降
り
て
商

店
街
を
歩
き
、
住
宅
街
へ
と
変

わ
る
あ
た
り
に
そ
れ
は
あ
っ
た
〔

正
面
玄
関
を
入
る
と
す
ぐ
左

手
に
小
さ
な
カ
ウ
ン
タ
1
の
喫

茶
コ
ー
ナ
ー
が
目
に
つ
い
た
。

残
念
な
が
ら
訪
ね
た
日
は
日

曜
日
の
昼
前
で
喫
茶
は
準
備
中

だ
っ
た
。
そ
の
奥
に
は
ド
ア
が
あ

り
「
青
年
室
」
の
札
が
か
か
っ

悪
影
響
に
危
楔
感
を
持
っ
た
住

民
た
ち
の
「
ま
ち
の
浄
化
運
動
」

だ
っ
た
と
あ
る
。
当
時
の
住
民
の

学
習
意
欲
と
自
分
た
ち
の
町
は

自
分
た
ち
の
力
で
と
い
う
熱
意

が
感
じ
ら
れ
た
。

昭
島
市
で
も
、
時
代
背
景
や

地
域
課
親
は
異
な
る
も
の
の
、

公
民
館
の
開
館
を
求
め
る
熱
心

な
住
民
運
動
が
あ
っ
て
開
館
が

実
現
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
時

き
る
こ
と
を
討
諭
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
少
々
欲
張
っ
た
答
申

内
容
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
す
べ

て
の
項
目
を
す
ぐ
に
実
行
す
る

こ
と
は
難
し
い
が
、
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
少
し
ず
つ
実
現
で
き
る

よ
う
、
委
員
の
一
人
と
し
て
努
力

し
た
い
と
思
う
。

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

小
川
　
千
鶴
子

ま
た
、
最
後
に
公
民
館
に
関

す
る
ビ
デ
オ
な
ど
を
視
聴
し
、

内
部
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

◆
1
2
月
9
日
（
金
）

2
月
実
施
の
市
社
会
教
育

関
係
委
員
研
修
会
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
ほ
か
、
主
催

事
業
に
つ
い
て
チ
ラ
シ
な
ど

が
配
付
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
定
例
会
終
了
後
、
懇
談

会
を
行
い
ま
し
た
。

て
い
て
、
中
で
は
、
ス
タ
ッ
フ

が
何
や
ら
打
ち
合
わ
せ

を
し
て
い
た
二
国
立
市

公
民
館
が
取
り
組
　
ノ
‥
d

ん
で
き
た
、
障
害

は
流
れ
、
公
民
館
を
収

者
や
生
き
づ
ら

さ
を
抱
え

た
若
者

L
L
と
・
も

に
働
き
、

り
巻
く
状
況
も
変

化
し
て
き
た
。
し

か
し
、
学
ぶ
意
欲

や
、
つ
な
が
る
楽
し

さ
を
求
め
る
市
民

は
決
し
て
減
っ
て

公
民
館
運
営
さ
議
会

活
動
報
告

学
び
、
遊
ぶ

居
場
所
づ

く

り

の

規

Y
津
　
は
い
な
い
と
思
う
。

で
は
、
今
の
昭
島

市
公
民
館
は
果
た

し
て
そ
の
市
民
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
て
い
る

場
で
あ
る
「
喫
英
わ
い
が

や
」
と
「
青
年
苓
」
な
の
だ
。
今

回
の
訪
問
の
目
的
の
ひ
と
つ
は
、

こ
の
「
た
ま
り
場
」
の
実
際
を
見

て
み
た
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

帰
り
が
け
に
、
職
員
の
方
か

ら
「
く
に
た
ち
公
民
館
六
〇
周

年
記
念
誌
」
を
頂
い
た
っ
▲
九
五

五
年
の
開
館
と
あ
る
。
き
っ
か
け

は
、
隣
町
の
立
川
に
あ
っ
た
米
軍

基
地
が
ま
ち
の
環
境
に
及
ぼ
す

だ
ろ
う
か
。

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

の
委
嘱
を
受
け
て
二
期
目
と
な

る
。
前
期
で
は
「
市
民
が
集
う
公

民
館
主
催
事
業
の
あ
り
カ
に
つ

い
て
」
と
い
う
公
民
館
長
の
諮
問

を
受
け
て
答
申
を
ま
と
め
た
。

市
民
を
大
き
く
「
ナ
ビ
も
と
子

育
て
世
代
」
「
若
者
世
代
」
「
高

齢
者
」
の
3
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
の
抱
え
る
課

題
を
出
し
合
い
、
公
民
館
に
で

公
民
館
運
営
審
議
会
は
毎

月
1
凶
丁
後
7
時
か
ら
開
催

し
て
い
ま
す
。
1
1
月
と
1
2
月

の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
L
ま
す
。

◆
日
月
日
日
（
金
）

東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議

会
委
員
部
会
担
当
委
員
よ

り
、
来
年
行
わ
れ
る
公
民
館

研
究
大
会
の
担
当
分
科
会
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
今
年
度
実
施

し
た
講
座
な
ど
の
報
告
書
が

配
布
さ
れ
た
ほ
か
、
こ
れ
か

ら
実
施
さ
れ
る
事
業
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

小
ホ
ー
ル
特
例
的
利
用
に

つ
い
て
申
請
が
あ
っ
た
団
体

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

第
四
回
「
公
民
館

ま
つ
り
」
を
実
施
い

た
し
ま
す
。

こ
の
2
月
1
8
・
1
9

日
の
⊥
・
目
に
か
け
て

「
公
民
館
ま
つ
り
」

が
閃
か
れ
ま
す
。

て
、
講
演
と
意
見
発
表
の
パ
ネ
ル

討
論
「
公
民
館
・
イ
ロ
ハ
」
で
公
民

館
の
役
割
と
は
何
か
を
学
び
あ

い
ま
す
。

参
加
協
力
券
の
お
求
め
も
！

こ
の
「
ま
つ
り
」
は
、
公
利
達
の

自
主
企
画
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
運

営
の
た
め
の
参
加
協
力
券
を
発

行
し
て
い
ま
す
。
一
枚
・
五
〇
〇
円

で
一
〇
〇
円
券
五
枚
綴
り
で
す
。

「
ネ
ギ
井
」
や
「
う
た
ご
え
喫
茶
」

な
ど
に
ご
利
用
で
き
ま
す
。

公
利
達
へ
の
ご
参
加
を
！

な
お
、
ま
だ
公
民
館
利
用
者

連
絡
会
に
参
加
さ
れ
て
い
な
い

団
体
や
サ
ー
ク
ル
を
ご
存
知
で

し
た
ら
参
加
方
を
呼
び
掛
け
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
代
表
・
山
崎
）

小
ホ
ー
ル
を
始
め
、
公
民
館
の

全
施
設
を
使
っ
て
催
し
を
企
画

し
て
い
ま
す
。

小
ホ
ー
ル
で
は
、
ギ
タ
ー
・
マ
ン

ド
リ
ン
の
演
奏
や
フ
ラ
ダ
ン
ス

等
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
子
ど
も
や
大
人
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
、
そ
し
て
お
昼
は
、
「
拝

島
ネ
ギ
」
を
使
っ
た
「
ネ
ギ
井
」

掟
供
な
ど
で
す
。

ま
た
、
今
年
か
ら
「
カ
ラ
オ
ケ

上
達
法
」
の
企
画
も
織
り
込
ま

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
1
8
日
（
土
）
の
午
後
か

ら
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
企
画
と
し
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支流溝座里‾何丁り

クリスマスのつとい

公民館では、障害のある青年たちが、
地域や社会の中で豊かに生きていくこと
を目標に、年間を適して障害のある青年
の交流講座を開催しています。

12月18日のクリスマスのつどいでは、

たくさんの万が参加し、ゲームや歌などで
交流しました。
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公
民
館
利
用
者
懇
談
会

自
主
市
民
講
座
轟
師
派
遣
事

業
の
企
画
運
営
団
体
を
募
集

市
内
で
活
動
し
て
い
る
シ
ニ
ア
グ

ル
ー
プ
（
概
ね
6
0
歳
以
卜
の
方
で
構

成
）
が
展
示
・
舞
台
発
表
を
し
ま
す
。

☆
展
示
発
表

期
口
　
3
月
4
日
（
土
∵
5
日
百
）

☆
舞
台
発
表

期
口
　
3
月
5
日
（
R
〉

※
展
示
∴
罪
台
発
表
の
場
所
や
時
間

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
公
民

館
内
の
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
R
時
　
平
成
2
9
年
3
月
目
口

（
土
）
の
午
後
2
時
か
ら

◆
会
場
　
公
民
館
小
ホ
ー
ル

公
民
館
利
用
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
や
利
用
団
体
の
交
流
を
庖
る

た
め
に
、
公
民
館
利
用
団
体
の
懇

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
公
民
館
利

用
団
体
の
皆
様
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
2
月
中
に
各
利
用

団
体
へ
送
付
さ
れ
る
通
知
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◎
ボ
ッ
ク
ス
抽
選
会

平
成
2
9
年
度
利
用
に
あ
た
り
、

団
体
活
動
室
に
あ
る
連
絡
用
ボ
ッ

ク
ス
の
説
明
・
抽
選
会
を
実
施
し

ます。
【
利
用
で
き
る
団
体
】

公
民
館
利
用
登
録
団
体

【
利
用
期
間
】

平
成
2
9
年
3
月
1
1
日
～
平
成
3
0

年
3
月
の
利
用
者
懇
談
会
前
日

ま
で

鱒
今
年
度
の
利
用
は
、
3
月
1
n
H

で
終
了
し
ま
す
。
現
在
使
用
し

て
い
る
団
体
は
、
3
月
川
H
ま

で
に
必
ず
ボ
ッ
ク
ス
を
空
に
し

て
く
だ
さ
い
。

ボ
ッ
ク
ス
に
物
が
残
っ
て
い

る
場
合
は
、
公
民
館
で
処
分
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

自
主
市
民
講
座
・
講
師
派
遣
事

業
は
、
市
民
団
体
が
社
会
の
課
題

や
文
化
‖
云
術
な
ど
の
様
々
な
テ
ー

マ
で
講
座
を
企
画
・
運
営
す
る
公

民
館
主
催
事
業
で
す
。

公
民
館
は
、
会
場
の
確
保
、
講
師

謝
礼
の
負
担
、
広
報
な
ど
の
支
援
や

逮
骨
に
関
す
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

希
望
す
る
団
体
は
、
事
前
に
申

し
込
み
の
上
、
説
明

会
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
応
募
豊
作
　
¢

＊
自
主
市
民
講
座

（
連
続
講
座
）
＝
平
成
2
9
年
度
内

に
原
則
と
し
て
5
回
以
上
継
続

し
て
講
座
を
実
施
で
き
る
構
成

員
8
人
以
上
の
市
民
団
体

＊
講
師
派
遣
事
業
丁
画
の
講
壁
＝

公
民
館
利
用
登
録
団
体
が
対
象

※
そ
の
ほ
か
、
平
成
2
7
～
2
8
年
度

に
自
主
市
民
講
座
・
講
師
派
遣

事
業
を
実
施
し
て
な
い
こ
と
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

◆
募
集
数
（
予
定
）

▽
自
主
市
民
講
座
＝
2
同
体

▽
講
師
派
遣
事
業
＝
1
団
体

※
多
数
の
場
合
は
初
め
て
参
加
す

る
団
体
を
優
先
し
ま
す
〈

◆
説
明
会
　
4
〃
7
日
（
全
の
午
前

1
0
時
か
ら
公
民
館
で
行
い
ま
す
。


